
岡山理科大学紀要第36号Ｂｐｐ､57-68(2000） 5７

日本の教育における算数・数学が好きになる要因の分析

一第３回国際数学理科教育調査を用いて－

洲脇史朗・宮地功＊
岡山理科大学理学部応用数学科

*岡山理科大学総合情報学部数理情報学科

（2000年１１月１日受理）

第３回国際数学理科教育調査を基に「算数・数学が好きになる要因」を分析し，その結果を学校現場で生
かすことを目的に研究を行った。分析の結果，日本の小学校算数・中学校数学において次のようなことがわ
かったので報告する。

小・中学校共通の内容：(1)工夫をしないで「高いレベルの学習」を要求すると算数・数学嫌いが多くな
る，(2)宿題は少し多めに出した方がよい，(3)算数・数学が楽しく，やさしいと思える指導が大切である，
(4)教科書やノートの内容を覚えることが現在児童・生徒に支持されている，（５）日常生活に関連した内容を
何時も扱うとよい，(6)理科の成績を大切と考える児童・生徒に算数・数学好きが多い，(7)算数・数学は実
社会を表現する形式的方法と考えている教師は支持されている。

小学校独自の内容：(1)女子の学力を高めるような指導がよい，（２）「資料の表現・分析，確率」の学習は
深入りをさける，(3)家の手伝いが算数好きにつながる，(4)公式や手続きを覚えることが必要と考える教師
は支持されている，(5)指導内容の決定は教育課程指導書でするのがよい，(6)学習形態は，教師が援助しな
がらのグループ学習が望ましい。

中学校独自の内容：（１）「比例」は探求学習に適している，(2)生徒は若い教師を望んでいる，(3)解答の
理由が言えることが大切と考える教師は支持されている，(4)指導方法の決定は指導要領解説を参考にして
でするのがよい，(5)推論課題を時々使うのはよい。

１．まえがき

平成１２年７月２５日の「内外教育」は，総理大臣の

諮問機関である「教育改革国民会議」の近況報告を掲

載した。それによると，「人間性」をテーマとする第

一分科会では，教育基本法の見直しが必要という意見

が大勢を占めた。見直しの内容については詰まってい

ないが，第一条（教育の目的）に，家族愛，郷土愛，

祖国愛の視点が欠けている，などの意見が出ている。

「学校教育」がテーマの第二分科会では，教員免許

状の更新制を打ち出すことで合意した。教員研修を充

実し，研修によっても授業などが改善しない教員は，

他の職種に転じさせたり，場合によっては退職させる

といったことも検討すべきだといった内容になる見通

しだ。このほか，学校の自己改革を促すことや，校長

の裁量権を拡大するといった提言が盛り込まれる見込

みだ。

高い算数・数学の得点を維持しながら「算数・数学

が好き」な児童・生徒の比率の高いシンガポールは，

学校長の権限が強いことや教員研修制度が非常に厳し

いことで知られている【'３]。

また，小学校算数教育と中学校数学教育について，

それぞれ｢第３回国際数学理科教育調査｣を用いて「算

数や数学が好きになる要因」を分析し，小学校では，

「家の手伝いをさせるなど家族関係を見直す必要があ

る」［１２]こと，中学校では「親を喜ばすために良い成績

をとりたいといった家族愛が有効である」［１１]ことなど

を報告した。

今回，「第３回国際数学理科教育調査」の小学校算

数と中学校数学の共通項目について分析し，小学校と

中学校との比較をしたので報告する。

2．調査方法

２１「第３回国際数学理科教育調査」とは

「第３回国際数学理科教育調査（ＴｈｅＴｈｉｒｄ
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その調査目的は，第１回及び第２回と同様に，「初

等中等教育段階における児童・生徒の算数・数学及び

理科の教育到達度を国際的な尺度によって測定すると

ともに，各国の教育制度，カリキュラム，指導法，教

師の資質，生徒の環境条件等の諸要因との関係を，参

加国間におけるそれらの違いを利用して組織的に研究

することにある」い][`]とある。

この目的の下に，小学校第３．４学年，中学校第１．２

学年，高等学校第３学年を対象に実施された。小学校

IntemationalMathcmaticsandScienceStudy，略称

TIMSS）」とは国際教育到達度評価学会（The

lntemationalAssociationfbrthcEvaluationofEducational

Achievement，略称IEA）による国際教育調査である。

これまで算数と理科について別々に行ってきた調査

（算数：1964年(2]と１９８１年回，理科：１９７０年と１９８３

年）を今回は共同で１９９５年に行ったものである。

表１「調査結果の分析対象国と地域」（小学校）

４.ｲｷﾞﾘｽ

８.ｵｰｽﾄﾘｱ

12.ｷﾌﾟﾛｽ

16.ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ

20.日本

２４.ホ・ルトガル

１.ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ，２.ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ，

５.ｲｽﾗｴﾙ，６.ｲﾗﾝ，

９.ｵﾗﾝﾀﾞ，１０.ｶﾅﾀﾞ．，

13.ｷﾞﾘｼﾔ，１４.ｸｴｰﾄ，

１７.ｽﾛﾍﾞﾆｱ，１８.タイ，

21.ﾆｭｰｼﾞﾗﾝﾄ・’２２.ﾉﾙｳｪｰ，

25.香港，２６.ラトビア

３.ｱﾒﾘｶ，

７.ｵｰｽﾄﾗﾘｱ，

11.韓国，

15.ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ，

１９.ﾁｪｺ，

２３.ﾊﾝｶﾞﾘｰ，

表３「教師への質問項目」 (小学校）

Ｌ年齢，２.性別，３.経験年数

４算数ができるようになるための必要事項

５.算数に対する考え川６.学級児童数

７１週間当たりの算数の授業時数，

８算数の教科書使用,９.算数の教科書の使用の割合

10.算数でのｸﾞﾙｰﾌﾟ学習

１１算数の授業で電卓持参の児童

12.算数の授業での電卓の利用方法

13.算数授業計画の参考

14.算数授業の計画場面の参考

15.算数の内容の履修状況

16.算数の一番最近の授業の時間・内容・宿題

17.算数の一番最近の授業の進め方

１８算数の授業での指導内容

19.算数の授業での話し合いへの対応

20.算数の授業での学習形態，２１.算数の宿題の頻度

22算数の宿題の分量，２３.算数の宿題の内容

24算数の宿題の扱い

(中学校）

１.ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ，２.ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ，３.ｱﾒﾘｶ，４.ｲｷﾞﾘｽ

５.ｲｽﾗｴﾙ，６.ｲﾗﾝ，７.ｵｰｽﾄﾗﾘ，８.ｵｰｽﾄﾘｱ

９.ｵﾗﾝﾀﾞ，１０.ｶﾅﾀﾞ，１１.韓国，１２.ｷﾌﾟﾛｽ

13.ｷﾞﾘｼﾔ，１４．ｸｴｰﾄ，１５.ｺﾛﾝﾋﾞｱ,１６.ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

17.ｽｲｽ，１８.ｽｴｰﾃﾞﾝ，１９.ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ，２０.ｽﾍﾟｲﾝ

21.ｽﾛﾊﾞｷｱ，２２.ｽﾛﾍ．ﾆｱ，２３.ﾀｲ，２４.ﾁｪｺ

25.ﾃﾞﾝﾏｰｸ，２６.ﾄﾞｲﾂ，２７.日本，２８.ﾆｭｰｼﾞﾗﾝﾄﾞ

29.ﾉﾙｳｪｰ，３０.ﾊﾝｶﾞﾘｰ，３１.ﾌﾗﾝｽ，３２.ﾍﾞﾙｷﾞｰ(F|）

33.ﾍﾞﾙｷﾞｰ(Fr),34.ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ,35.香港，３６.ﾗﾄﾋﾞｱ

37.ﾘﾄｱﾆｱ，３８.ﾙｰﾏﾆｱ，３９.ロシア

表２「児童・生徒への質問項目」 （小学校）

Ｌ生年月日，２.性別

３.学校外での活動，４学校外での活動時間

５.家庭の蔵書数，６.友だちの意識

７.本人の意識，８.成績の自己評価

９.算数で良い成績を取るのに必要なこと

１０算数の好き嫌い

ｌＬ算数授業でのコンピュータ利用

12.算数に対する意識，１３.算数の授業

(中学校）

Ｌ年齢，２/性別，３.経験年数

４.数学ができるようになるための必要事項

５.数学に対する考え，６.学級生徒数

７１週間当たりの数学の授業時数

８，数学の教科書の使用，９.使用の割合

10.数学の授業で電卓持参の生徒

11数学の授業での電卓の利用方法

１２数学の授業の計画での依存

13.数学の授業の計画の参考，１４内容の履修状況

１５.数学の一番最近の授業の時間・内容・宿題

16.数学の一番最近の授業の進め方

17.数学の授業での指導内容

１８数学の授業での話し合いへの対応

19.数学の授業での学習形態，２０.数学の宿題の頻度

21数学の宿題の分量，２２.数学の宿題の内容

23.数学の宿題の評価，２４数学の授業での評価方法

25.数学の授業での情報の利用目的

26.数学の問題の履修状況，２７.数学の教育方法

(中学校）

Ｌ学校外での活動，２.学校外での活動時間

３.将来の進路希望，４家庭の蔵書数

５.数学のクラスの授業，６友だちの意識

７.本人の意識，８.成績の自己評価

９.数学で良い成績を取るのに必要なこと

10数学の好き嫌い

11.数学の授業でのコンピュータの利用

１２数学に対する意識

13.数学で良い成績をとる理由，１４数学の授業

15.数学の新しい単元への導入
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の調査には２９の国と地域が，中学校の調査には４６の

国と地域が参加している。国際比較を意味あるものと

するための標本抽出の国際指針の設定，結果の処理方

法の検討などが重ねられ１９８９年から数年の準備期間

を経て実施された。調査結果がこの国際指針の基準を

満たさない国のデータはカットされて，最終的には表

１に示すように，小学校２６，中学校３９の国と地域が

分析対象となった。

小学校算数と中学校数学の問題は共に８種類の問題

セット（各小学校１０２・中学校１５１題）に分けられ，

小学校はその内の１セットを各国が実状に合わせて選

択し，中学校は１セットをランダムに選択した。

児童・生徒への質問は小学校２３項目と中学校３２項

目，教師への質問は小学校４３項目と中学校７０項目で

ある。しかしこれらの項目から我が国に相応しくない

ものを除くと，児童・生徒への質問は表２に示すよう

に小学校１３項目と中学校１５項目である。教師への質

問は小学校３５項目と中学校64項目である。さらに教

師への質問を算数・数学関係に限ると表３に示すよう

に小学校２４項目と中学校２７項目になる[4](,]。

500点，標準偏差が１００点となるように得点化してい
る。

中学校数学の問題は表５に示す６領域からなる151

題で，中学校第１学年と第２学年とで同じ問題を使用

している。中２の国際の平均点は５１３点，中１は４８４

点である。中１と中２を合わせた全生徒の平均値が

500点，標準偏差が１００点となるように得点化してい

る。

「算数の得点」と「算数が好き」及び「数学の得点」

と「数学が好き」の相関係数はそれぞれｒ=-0.608…

とｒ=-0.431**であり，小・中学校共に負の相関があ

る。図１はそれに関する小学校の相関図である。

日本，韓国については，算数・数学の得点がいずれ

も調査国中３位，２位と高いにもかかわらず，「算数

・数学が好き」な生徒の割合は非常に少ない。これら

のことから，レベルの高い学習（将来厳しい受験が待

っていると思われる）をしている国ほど，「算数・数

学好き｣な児童・生徒の割合が少なくなる傾向がある。

このことは今回の学習指導要領[7川，]の改定に大きな影

響を与え，小・中学校における算数・数学の内容を３

割カットしたり，やさしくした一因と言われている。

しかし，図１の右上に位置するシンガポールは，算

数・数学の得点が高いにもかかわらず，「算数・数学

が好き」な児童・生徒が多く，理想的な教育がなされ

ていると考えられる。シンガポールは国を挙げて，数

学・理科の学力向上に努力しており'１J)，その教育方針

には，学力を下げないで「算数・数学が好き」になる

ヒントが隠されているように思われる。

２２調査データの処理方法

今回分析したデータは，「小学校の算数教育・理科

教育の国際比較」’４１，「中学校の数学教育・理科教育

の国際比較」（３）－第３回国際算数・理科教育調査報告

書一に記載されている｢算数における小学校第４学年」

（対象は95,219人)，「数学における中学校第２学年」

(138,356人)に関するものである。

各調査項目と「算数・・数学の得点」との相関を取る

のが一般的であるが，ここでは「算数・数学が好き」

との相関をとり，算数・数学が好きになる要因をさぐ

ることにした。ここで使用した「算数・数学が好き」

の生徒の割合（％）は，「大嫌い｣，「嫌い｣，「好き｣，

「大好き」の４段階で評価した内の「好き」と「大好

き」との和である。

以下において，グラフの縦軸は｢算数・数学が好き」

な児童もしくは生徒の割合（％）であり，相関係数の

右に付けた記号＃や*は次の有意水準を示している。＃

：ｐ<０１０，＊：ｐ<0.05,＊＊：ｐ<0.01,＊*＊：ｐ<0.001。た

だし，小学校と中学校とでは国と地域の数が異なるた

め，同じ相関係数でも有意水準は違っている。

表４「内容領域の正答率」と「算数が好き」との相

関係数（小学校）

小学校算数の内容領域問題数小学校の相関係数

整数

小数・分数，比例

測定,見積り・数感覚

資料の表現・分析,確率

幾何

きまり．関係・関数

５
１
０
２
４
０

２
２
２
１
１
１

０．１３７

0318

-0.260

-0.409＊

0.139

-0.010

表５「内容領域の正答率」と「数学が好き」との相

関係数（中学校）

中学校数学の内容領域問題数中学校の相関係数

分数･数感覚

幾何

代数

資料の表現・分析，確率

測定

比例

３．児童・生徒対象の調査結果の分析と考察

３１算数・数学の得点

小学校算数の問題は表４に示す６領域からなる１０２

題で，小学校第３学年と第４学年とで同じ問題を使用

している。小４の国際の平均点は５２９点，小３は４７０

点である。小３と小４を合わせた全生徒の平均値が

１
３
７
１
８
１

５
２
２
２
１
１

-0.233

0153

-0.081

０１３５

－０．２１２

0.598**＊
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・分析，確率」については，その導入に際して興味付

けに工夫を凝らしたり，分かるまで辛抱強く教えると

いった努力が必要であり，内容も基本的なものに止め，

深入りは避けた方がよいと言える。

図３に示すように,中学校で強い正の相関を持つ｢比

例」については，安心して発展や応用まで深めていけ

る内容と考えられる。しかし，表４に示すように，小

学校の内容領域では「比例」と「小数・分数」とが合

体しており，相関係数も有意でないことから，中学校

のように「比例」に関しての言及はできない。

０
０
０
０
０
‐
Ⅲ
一

０
９
８
７
６

（
Ｃ
か
）
如
厭
ｅ
掴
四
仲
「
削
凌
》
巨
額
鰍
」

３５０４００４５０５００５５０６００６５０

｢算数の得点(平均500,標準偏差１００)」(点）

図１「算数の得点」との相関（小学校）
０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４

（
○
ず
）
如
薊
ｅ
埋
釧
何
「
杣
唆
》
巨
朴
鎖
」

３．２算数・数学の正答率の男女差

図２に示すように,小学校算数の｢正答率の男女差」

（男子の正答率一女子の正答率）と「算数が好き」と

の相関係数はr=-0.429*であり，弱いが負の相関があ

る。中学校についてはｒ=-0.109であり，ほとんど

相関はない。

小学校における正答率の男女の差で，男子の正答率

が高いほど算数が好きな児童が少なく，女子の正答率

が高いほど算数が好きな児童が多いのは興味深い結果

である。要するに，小学校に限っては，女子の成績が

向上するような算数の指導が「算数が好き」につなが

ると言ってよさそうである。

－２０－１５－１０－５０

比例の正答率(各国平均正答率との差)(96）

図３「比例の正答率」との相関（中学校）

３４学校外での勉強や宿題時間

「学校外での算数・数学の勉強や宿題の時間」と「算

数・数学が好き」との相関係数はそれぞれｒ=0.589*＊

とｒ=0.568***であり，小・中学校共に正の相関がある。

図４はそれに関する中学校の相関図である。

一般的に学校外での勉強は宿題が大部分を占めると

考えてよいであろう。普通宿題は児童・生徒に負担を

与えるため，「算数・数学が好き」とは相反する要因

と考えがちである。しかし，学校外での算数・数学の

勉強が多いほど「算数・数学が好き」な児童・生徒が

０
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０
０
０
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図２「正答率の男女差」との相関（小学校）

３．３算数・数学の各内容領域

「(算数・数学の各内容領域の正答率）－（各国の

平均正答率)」と「算数・数学が好き」との相関係数

を表４と表５に示している。各国の平均正答率と「算

数・数学が好き」との間には，かなり強い負の相関が

あることから，この影響を消すために，各内容領域の

正答率とそれぞれの国の平均正答率との差を用いるこ

とにした。

小学校で，弱いが負の相関がみられる「資料の表現

0.5１．５２

学校外での数学の勉強や宿題の時間(時間）

図４「学校外での数学の勉強や宿題の時間」との相関

（中学校）
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日本の教育における算数・数学が好きになる要因の分析 6１

多い｡端的に言えば,宿題をすることで理解が深まり，

「算数・数学が好き」になると思われる。

昨今，児童・生徒が宿題をしないのを言い訳に日本

の教師は宿題を控えるようになっているが，むしろ逆

効果である。程度に配慮は必要であるが，勇気を出し

て宿題を課したほうが良いし，崇けていかなければな

らないことであろう。

と」は「算数・数学が好き」と正の相関があり，図６

に示す中学校の相関の方が小学校の相関よりも強い。

覚えることは児童・生徒にとってそれほど苦痛では

ないようである。確かに児童・生徒の多くは考えるこ

とよりも，覚えることに専念しているようにみえる。

いずれにしても，考えるよりも，覚える方が良い成績

に結びついてしまう今日の算数・数学教育に問題があ

ると言えそうである。

３．５算数・数学に対する意識

児童・生徒の「算数・数学に対する意識」と「算数

・数学が好き」との相関係数を表６に示す。

各内容ともかなりの相関がみられ，予想される結果

でもある。「算数・数学の勉強が楽しい」は「算数・

数学の授業が楽しい」とも深く関連している。図５は

それに関する小学校の相関図である。「楽しい授業」

をすれば多くの児童・生徒はその教科が好きになるで

あろうし，反対に「退屈」な授業では好きになれない。

児童・生徒にとって「算数・数学はやさしい教科だ」

と感じることも，「算数・数学が好き」になる重要な

要因である。教師は児童・生徒がそのように思える授

業を心掛けていかなければならない。

表７児童・生徒が「算数・数学で良い成績を取るの

１こ必要と思っていること」と「算数・数学が好

き」との相関係数

算数・数学で良い成績を取る

のに必要と思っていること小学校中学校

豊かな才能

運がよいこと

家で勉強をたくさんする

教科書やﾉｰﾄの内容を覚える

Ｏ'58

0311

0.183

0.365＃

0.044

0.093

0.289＃

0.402*＊

０９（
＠
つ
）

０
０
０
０
０

８
７
６
５
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Ｒ
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瀬
」

表６児童・生徒の「算数・数学に対する意識」と「算

数・数学が好き」との相関係数

算数・数学に対する意識小学校中学校

算数・数学の勉強は楽しい0846**＊

算数・数学は退屈だ‐0235

算数・数学はやさしい教科だ0.734**＊

算数・数学の成績は良いと思う0.349＃

0.804**＊

-0.593**＊

0.559**＊

0.473*＊
１０２０３０４０５０６０７０８０９０１００１

｢教科書等の内容を覚えることが必要｣と思う生徒の：､合（

図６「教科書等の内容を覚えること」との相関（中学

校）

面Ｂ［

３．７日常生活関連の取り扱い

「算数・数学の授業の中での日常生活に関連する事

柄の扱い」と「算数・数学が好き」との相関係数を表

８に示す。

小・中学校共に「授業で何時も扱う」は正の相関が

あり，「時々扱う」は負の相関がある。図７は小学校

における「算数の授業で日常生活関連を何時も扱う」

との相関図である。

このように，算数・数学の授業で日常生活に関連し

た内容を何時も取り扱うことは，「算数・数学が好き」

になる上で大変有効である。残念なことに，小・中学

校共にこの項目で日本は参加国中最下位である。我が

国は算数・数学教育で日常生活に関連することがらを

殆ど取り上げていないことを深く反省する必要があ

る。日本が「算数・数学が好き」の項目で最下位近く

図５「算数の勉強が楽しい」との相関（小学校）

３．６算数・数学で良い成績を取るのに必要なこと

児童・生徒が「算数・数学で良い成績を取るのに必

要と思っていること」と「算数・数学が好き」との相

関係数を表７に示す。

小・中学校共に「教科書やノートの内容を覚えるこ
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洲脇史朗・宮地功6２

に位置している現実と，このこととは無縁ではないは

ずである。

また，小・中学校共に「友との遊びやおしゃべり」

と「算数・数学が好き」との間に負の相関がある。他

・教科との関連は分からないが，余暇を遊び，おしゃべ

り，ＴＶ，ビデオで過ごす児童・生徒に算数・数学嫌

いが多いと言えそうである。

表８「授業の中での日常生活に関連する事柄の扱い」

と「算数・数学が好き」との相関係数

算数・数学の授業での日常生

活に関連した内容の取り扱い小学校中学校

０
０

０
０

０

０
９

８
７

６

（
ま
）
如
砺
ｅ
細
聖
付
「
仙
注
》
巨
鏑
稗
」

授業で扱わない

授業で時々扱う

授業で何時も扱う

-0.231

-0.557*＊

0.541＊＊

-0.191

-0.417*＊

0.336＊

０
０
０
０
０
字

０
９
８
７
６

（
＠
ず
）
如
砺
ｅ
倒
四
付
「
伽
崖
浸
頻
働
」

０．５ １１．５

家の手伝し､の時間(時）

２

図８「家の手伝い」との相関（小学校）

３．９児童・生徒が大切だと思うこと

「児童・生徒が大切だと思うこと」と「算数・数学

が好き」との相関係数を表10に示す。

小・中学校共に殆ど同じ傾向にある。特筆すべきこ

とは，小・中学校共に「算数・数学の成績」よりも，

｢理科の成績」を大切と思う方が「算数・数学が好き」

との相関が強い点である。図９は,小学校における「理

科の成績」との相関図である。日本の実状から推測す

０１０２０３０４０５０６０７０８０

｢p[数の授業で生活関連を何時も扱う｣割合(96）

図７「授業で日常生活関連を何時も扱う」との相関(小

学校）

３．８－日の余暇時間

児童・生徒の「一日の余暇時間」と「算数．数学が

好き」との相関係数を表９に示す。

全体的には小・中学校共に，余暇の総時間が示すよ

うにやや負の傾向がある。

図８に示すように，小学校では｢家の手伝い」と「算

数が好き」との間に正の相関がある。家事を手伝う内

に次の段取りを考える能力が自然と身に付き，それが

算数に良い影響を与えたと思われる。又は家事を手伝

うという素直な心が，算数に限らず学習全体に良い影

響を与えているのかもしれない。残念なことに，中学

校ではこの項目で有意な相関はない。

表10「児童・生徒が大切だと思うこと」と「算数・

数学が好き」との相関係数

児童・生徒が大切だと思うこと小学校中学校

算数・数学の成績

理科の成績

楽しむ時間を持つ

ｽﾎﾟｰﾂが得意

0396＊

０．５１４*＊

-0.292

０．１５０

0.327＊

0.499*＊＊

-0.224

０．３１２＊

０
０
０
０
０

０
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７
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」

表９児童・生徒の「一日の余暇時間」と「算数・数

学が好き」との相関係数

小学校中学校一日の余暇の種類

ＴＶやﾋﾞﾃﾞｵ-0.324＃‐0.188

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｹﾞｰﾑ-0.200‐0.104

友との遊びやおしゃべり‐0520*＊‐0.346＊

家の手伝い 0.500*＊ ０１９１

ｽポーツ－００２６‐0.123

読書0480＊０１３０
■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■由■■■■■■■■■ぬ■■■ロ■■■■■■

余暇の総時間-0.201‐0.192

６５７０７５８０８５９０９５１００

「理科の成績力《大切｣と思う児童の割合(96）

図９「理科の成績を大切だと思う」との相関（小学校）
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日本の教育における算数・数学が好きになる要因の分析 6３

るしかないが，受験の影響で「算数・数学の成績」を

重視する児童・生徒はやや打算的な傾向があり，「理

科の成績」を重視する児童・生徒は純粋に科学好きな

傾向があるのではないだろうか。

４２学級の生徒数

「算数・数学の授業を行う学級の児童・生徒数」と

｢算数・数学が好き」との相関係数を表12に示す。
小・中学校共に殆ど相関は見られない。学習形態に

よっても学級の理想的な児童・生徒数は変わるであろ

うが，小・中学校共に，学級の児童・生徒数は「算数

･数学が好き」にはあまり影響しないようである。

４．教師対象の調査結果の分析と考察

４１教師の年齢

「算数・数学教師の年齢」と「算数・数学が好き」

との相関係数を表11に示す。

中学校では，「数学教師の平均年齢」と「数学が好

き」との間には負の相関があり，数学教師の年齢が上

がるほど｢数学が好き」な生徒の割合は減少している。

小学校でも同様の傾向があるが有意ではない｡図10は，

中学校における「数学教師の平均年齢」との相関図で

ある。

小学校の児童は,教師の年齢をあまり気にしないが，

中学校の生徒はベテラン教師の豊富な経験よりも，若

さを強く望んでいるようである。これは思春期と深い

関わりがあると思われる。日本の中学校数学教師の平

均年齢は国際平均をやや下回っており，あまり問題が

ないように思える。しかし，最近は少子化の影響で若

い教師の採用が殆どなく，急激に学校現場での年齢バ

ランスが崩れてきている。これを放置すれば，今後の

我が国の教育界に深刻な影響が出そうである。

表１２「算数・数学の学級生徒数」と「算数・数学が
好き」との相関係数

算数・数学の学級児童生徒数小学校中学校

１～２０人-0.050‐0.152

21～３０人0.118‐0.102

31～４０人00010.224

41人以上0.1090.001
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

学級の平均児童・生徒数-0.0370.110

４．３週当たりの算数・数学の授業時間

「週当たりの算数・数学の授業時間」と「算数・数

学が好き」との相関係数を表13に示す。

有意な相関はないが，小・中学校共に「週当たりの

平均授業数」は正の相関傾向がある。この原因にはい

ろいろな理由が考えられるが，授業時間が少なければ

「内容を深めることができない｣，「練習ができない｣，

「授業の間が空きすぎて連続性に欠ける」などが主な

ものであろう。

今回の指導要領の改定で小学校３．４．５．６年生の算数

の平均週授業時間が５時間[`]から４３時間[?]に減少す

る。あまり大きな変化ではないようにも見えるが５時

間前後で，相関係数が正から負へ変わっており，この

授業時間の減少は算数嫌いが増えることを意味してい

る。

同様に中学校１．２．３年生の数学の平均週授業数も

3.7時間【幻から３時間【，]に減少する。週授業時間は３．５

時間をはさんで相関係数が正から負へ変わっている。

小・中学校共に,算数・数学の学力低下だけでなく，

ますます算数・数学嫌いを増やす結果になりはしない

か，大きな不安材料である。

表１１「算数・数学教師の年齢」と「算数・数学が好

き」との相関係数

算数・数学教師の年齢小学校中学校

３０才未満の教師の割合0.2790.361＊

３０才代の教師の割合0.1520.053

40才代の教師の害Ｉ合-0302‐0.043

50才代の教師の割合-0.172‐0440*＊
■■■■■■■■■■■■■■■□■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

算数・数学教師の平均年齢-0.308‐0.397*＊
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表１３「週当たりの算数・数学の授業時間」と「算数

・数学が好き」との相関係数

週当たりの算数・数学授業時間小学校中学校

～１．９時間-0.068‐0.081

2.0～３．４時間-0.0960.212

35～４９時間－０．０５９0.205

50時間以上0.1920.126
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■、■■■■■■■■■■■

週当たりの平均授業数0.2210.209

３０ ３５４０４５

数学教自而の平均年齢(才）

５０

図１０「数学教師の平均年齢」との相関（中学校）
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洲脇史朗・宮地功6４

のような差は，数学的な成熟度の違いから来るものと

思われる。

４４教師の算数．数学に対する考え

教師の「算数・数学に対する考え」と「算数．数学

が好き」との相関係数を表14に示す。

小・中学校共に，教師の算数・数学に対する考えで

「算数．数学が好き」と相関があるのが，「算数．数

学は実社会を表現する形式的方法」である。算数．数

学の役割を実社会と結びつけることは児童．生徒にと

っても興味の対象となるようである。図11は，中学校

における「数学は実社会を表現する形式的方法」との

相関図である。

表１５教師の考える「算数・数学ができるための必要

事項」と「算数・数学が好き」との相関係数

教師の考える算数・数学

ができるための必要事項 小学校中学校

公式や手続きを覚える

創造的に考えることができる

実社会での使われ方を理解する

自分の解答の理由が言える

0.327＃

-0.012

0.282

0.274

0.252

-0.157

０．１１３

0.339＊

表１４教師の「算数・数学に対する考え」と「算数・
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０
０
０
０
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分からなければ練習問題を与える

指導で複数の表現方法を使うべき

0.483*＊

-0.146
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0.303

0.085

０
０
０
０
０
０

９
８
７
６
５
４

（
Ｃ
か
）
仙
雨
ｅ
鰡
矧
緯
「
仙
凌
》
疫
泓
迺
懇
」

３０４０５０６０７０８０９０１００

自分の解答のために理由を甘えること力《大切｣と思う教師の割

図１２「自分の解答のために理由が言える」との相関

（中学校）

４６授業計画の参考

教師の「算数・数学の授業計画の参考資料」と「算

数・数学が好き」との相関係数を表16に示す。

小学校では，内容の決定に関して有意な相関がある

が，指導方法の決定に関しては有意な相関はない。逆

に中学校では，内容の決定に関して有意な相関がない

が,指導内容の決定に関しては有意な相関がみられる。

しかし，いずれも「指導の決定を教育課程の指導書(指

導要領解説）で行う」割合が多いほど，「算数・数学

が好き」な児童・生徒の割合が増加し，「指導の決定

を教科書で行う」割合が多いほど，「算数・数学が好

き」な児童・生徒の割合が減少する。図13に示すのは

小学校における「指導内容の決定を教科書で行う」と

３０４０５０６０７０８０９０１００

｢数学は実世界を表現する形式的方法｣と考える教師の割合（

図１１「数学は実社会を表現する形式的方法」との相

関（中学校）

４５算数・数学ができるための必要事項

教師の考える｢算数・数学ができるための必要事項」

と「算数・数学が好き」との相関係数を表15に示す。

小学校では，「公式や手続きを覚えることが必要」

と「算数が好き」との間に正の相関傾向がある。その

ように考える教師に対して，児童はそれほど負担を感

じていないようである。これは「３．６算数で良い成

績を取るのに必要なこと」における児童の考えと一致

する。中学校ではこの項目で有意な相関はない。

図12に示したように，中学校では「自分の解答がよ

いことを示すための理由を言うことができる」と「数

学が好き」との間に弱11,が正の相関があり，生徒に受
け入れられている。なぜそのような解答になるのか生

徒に説明させることは良いことであり，多いに取り入

れたい。小学校ではこの項目で有意な相関はない。こ

表１６教師の「算数・数学の授業計画の参考資料」と

「算数・数学が好き」との相関係数

教師の算数・数学の授業計画

参考資料小学校中学校

内容の決定を指導書で行う

内容の決定を教科書で行う

指導方法の決定を指導書で行う

指導方法の決定を教科書で行う

0.438＊

-0.451＊＊

0.177

-0.197

0.128

-0.159

０．３１９＊

-0338＊
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師は恐れずに，児童・生徒に宿題を課していく勇気が

必要である。

⑤小・中学校共に，「算数・数学の勉強が楽しい｣，「算

数・数学はやさしい」と思えることが「算数・数学好

き」につながる。そのように思える指導を心掛けてい

かなければならない。

⑥小・中学校共に，「日常生活に関連する事柄を授業

で何時も扱う」ことや，教師が「算数・数学は実社会

を表現する形式的方法」と考えることは児童・生徒に

良い影響を与えている。日常生活や実社会に役立つこ

とが実感できる算数・数学の授業でなければならな

い。

⑦算数・数学で良い成績を取るのに必要なことのう

ち,小・中学校共に児童・生徒が支持しているのは｢教

科書やノートに書いてあることを覚える」ことである。

また，小学校では｢公式や手続きを覚えることが必要」

と考える教師も児童から支持されている。これらのこ

とが支持されてしまう現在の算数・数学教育の在り方

を考え直すべきであろう。

⑧小学校では，「家の手伝い」をする者に「算数好き」

が多い。恐らく全ての教科に通じる現象であろう。こ

の項目で日本が最下位近くにいる現状を深刻に考えて

いく必要がある。

⑨小・中学校共に，算数・数学ではなく「理科の成績

が大切」と思っている児童・生徒に｢算数・数学好き」

が多い。「算数・数学の成績が大切」と考える児童・

生徒の多くは，一般社会が持つ「算数・数学に対して

の打算的な考え」に影響されているのではないだろう

か。

⑩中学校では，ベテラン教師よりも若い数学教師の方

が生徒に指示されている。教師の新採用が殆どない昨

今ではあるが，安定した若い教師の採用が望まれる。

⑪中学校では，「自分の解答がよいことを示すための

理由を言うことができる」ことが必要だと考える教師

は指示されている。大切にしていきたい内容である。

⑫小学校では，教師が指導内容の決定を「教育課程指

導書（指導要領解説）で行う」ほど「算数好き」が多

い。また中学校では，指導方法の決定を「教育課程指

導書で行う」ほど「数学好き」が多い。教師は，安易

に教科書だけに頼らないで，教育課程指導書をもっと

活用する必要がある。

⑬中学校では，「推論課題を時々使う」と「数学好き」

が増え，「推論課題をよく使う」と「数学嫌い」が増

える。微妙な扱いの相違であるから，注意したい。

⑭小学校の学習形態としては，「児童同士での学習」

は少し重荷のようであり，「教師が援助しながらのグ

ループ学習」が望ましい。この形態の授業展開をさら

に研究していく必要がある。
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